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(堀攝信吉ビ馬場印Il男)或.る種の膠質り溶透雁に及哩ナ光り影響1(豫報)({1う,
或 る種 の 膠 質 の 滲 透 壓 に
及 ぼ す 光 の 影 響(豫 軸
堀 場 信 吉
馬 場 日 出 男
膠質 の 淫透 壓 は 可 な.り古 くか ら多.くの人 に 依 つ て 研 究 さ.れて 居 る
が 其 れ に及 ぼす 光の 影 響 に就 τ は 未.だ何 等 の研 究 を 見 な い樣 で あ る,
吾 等 は あ る種 の 膠 質 の 濠透 壓 は 光 に.大に影響 せ られ る事 を 發 見 した
か ら此 處 に 其 の 豫 報 を發 表 し様 と.一思 ふ.
り
本 研 究 に 着手 した動 機 は英躙・.の1'07tert一の鰍 室 に 於 てBrirkasが砥
究.した 銀 及 び 鍋 の ハ イ ドロ ゾル の 光泳 動{Ph伽phor曲1の 實 驗 に興
味 を.愈、じて 尚 ほ 深.くぞれ を 研 究 し様 と.欲しllarkaL"の實 驗.を・繰.り返七
て.見Lた處熱 に よ る對 慌作 用 其 の 他 あb「.種・の 攪 亂.作用 が あ齟つて・光泳.動
と稱貧 ・べ ぎ現 象 を確.然'と定 め る事、が嶺 來 なか つ 江。 而 して此 の攬 鼠
作.・用 は或.は膠 質.の溶透 壓 が 光1こよつ て.變」化 す る もの で ない か と云 ふ
想像 をす る樣、に なつ て 光泳 動.の.研究 を 中 止 して 別・に 膠 質 の 濠透.壓に
及.ぼす 光の 影糶.の研究 を糊 始'したの で.ある。
滲 透 壓 の 測 定 装 置 及 び 其 の 方 法 ・
ロう
滲 透 邂 測 定 裝 置.はSδren£en'・の 川 ひ 九 の を 少 し く改良.しf二 もの で あ
る..第 一 圖 に 於 てAは コ ロ ヂ オ ン膜 の.袋で.あつT.厠 管 を 有 し.てゐ る















及 び 寒暖 計 の薇 ひ とな れ る醂 子 管Dと が 摺 合 せ て 連 結 され て ゐ る。
毛 細 管Cは 粍 の 刻 度 を有 しその 他端 は摺 合 せEに よつ て 水 を 入れ た
壓 力 言.nl及び 歴 力 調 節 ∫}1活栓 管rと 連 結 され て ゐ る.13ecklmalmの寒
暖 計Gの 水 銀 球 の 部 分 は 水を 入 れ7こ硝 子 管Dに 癰 はれ て ゐて 濠透 計
の 内 部の 温 度 を計 り得 る樣 に なつ て ゐ る。 ■ は.外液rx入れ る約4Wca.
の 硝 子 圓筒 で あつ てJは 外 液 の表 面の 位 置を 定 め る刻 線 を有 しJ二硝
子 管 で あ る。
atの裝 置 に よ り淫 透 壓 を 測 定 す るに は 先 づ 氣 泡 の 出來 な い樣 に
注 愆 して試 料 を湊 透 計 内 に充 しBとC及 びPと の 構 合 せ の 部分 は
ゴ ム翰 にて 充 分 に 引 き締 め外 液 を 入れ 仁H管 内に この 潼透 計 を浸 け
ゴ ム栓Kに よつ て 固 定 す る.次 に全 装 置 を恒 温 槽 内 に入 れ 摺 合 せE
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(鵬 儲 嘱 棚 出男)或 嬾 の膠即 ・灘 壓に及ぼす光の黯 櫞 報).(3)
外 液 の 表 面 を 丁 度J管 の 刻 線 の 處 に 置・き15-24u.rl'a9放置 す る.1此 の
間 に も し湊 透 壓 の 高 い 試 料el(1ひt_.合 は 内 液 か 毛 細 管 を 昇 り 目盛
を 越 えて 終 ふ か らAI{_於け る 壓 力 を 邁 當 に 調 節 して 毛 細 管 内 の 液 面
が 殆 ん ど動 か な い 様 に しτ 置 く。 か く し て 後 湊 透 屡 の 測 定 は 毛 細 管
内 の 液 而 の 動 く逑 度 が 淒 透 壓 と對 抗 腿 と σ)差に 比 例 す る と云 ふ 事 實
に 基 い て 行 ふ の で あ る,
Pを 漆 透 壓,P。P、,一を 各 對 抗 壓,v、,v2、一 を 封 抗 壓P"P}に 才月當 す る毛
細 管 液 面 の 動 く速 度,aFの 透 過 度 とす れ ば
P-P._1'一P'==。"=a,V.v二
放 にP-p,=av、
よつ て 各 對 抗 壓 に對 してvを 測 定 し闇上 よ りv=0の 點 を 乗 めて 濠透
壓 を洟 定 す る事 か 歯來 る.但 し對 抗 壓 は.
Mに 於 ける水 面 の 差 十{G内の 液 面 のf.tiさ一 毛 細 管作 用〕X比重
よ り定 め得 られ る。 ・
上 逋 の方 法 に於 て始 め暗 所 に於 て 凄透壓 を誤11定し然 か る後 淫 透 計
に照 明 しTi3透墜 を測 定 し距 の で あ る,
ryf明には 濠 透 計 よ り約55召mの距 離 に 瓦 斯 入 電 球1500wのもの に常
に14ア∴ペ アの電 流 を 逋 じた る もの を 置 き大 な る5S`t=fのコ ンデ ンサ
ー 一 個elflひて行 つ た.熱 線 を 吸收 す る水 層 は 厚 さ約5糎 な る硲 子
箱 の 水 居並 に恒 温 槽 の 水 暦 を加 へ一c約]5糎で あ る。
滲 透 計 に 用 ふ る コ ロ ヂ オ ン 膜 の 製 法
本 實驗 に用 ひ る]ロ ヂ オ ン膜 は測 定の範 園 の 座 力 に對 して3?%r
ぜ ざ る充 分 の硬 さを 有 し然 も遖 當 なa度 を有 し且つ 無 色透 明 で
な くて は な らな い.こ の 目的の 爲 め に コ ロヂ 才 ンはK{し1'lbaUm製膜 用
の もの を 用 ひt_.。先 づ 所 要 の大 さの試 驗 管型 の 稍 子 獅底 郡 に 小 孔 を
一(原 報)一
物 理 化学 の 進 歩Vol、3No.1(1929)
(4;)冫鯛 揚貫吉嘱 棚 腿暇)或 こる雰璽 修質の灘 匪に及ぼす光q影磐iξ篠 報)
有 玄ゐ も,ρ)〕を 聖1り初b).底.部iの小 第 二.岡
孔 を.塞 ぐ.爲め に コ.ロヂ 才..ン.を塗、
り其.力三流 れ な.い程 度 に 韓 画・紅 時 ・
第 二 曝1こ示 す 樣 滑 車.ムの 軸 に.取.
り'付一けr分 問 約40-5D回.の 廻 難
數 で 水ZFに 廻 轉 しな か ら コ ロ ヂ
ォ,≧盈 碕 子肇 両 に.一撚 に 塗 ゆ..5▽⑩ 分.間、乾 して後約20度 に 傾斜㌃して
再び・・ヂ… 塗・・ ⑩ 塒 灘 嬉 四回繰駆 ・職 ・・暖
時 聞 乾 燥 して水 に浸 け37圭 時∫駐の 後 に膜 を 拔.き取 り蒸 溜 水 中 にて
4-5日洗 つ 完 後 使 川 す るの で あ る。 コ ロ.ヂ才 ン膜 乾 燥 の 際 は これ を
室 中 で行 ふ 時・は コ ロ.ヂ,tン中 の エ.一テ ル の蒸 發 に 伶 み て.室氣 中 の 水r
分 が 膜 の表 面 に 凝 椀 して 出來 ナニ膜 は 白色 とな 郵 故垂こ鬪 の檬 に硲 子..
管Bで 饕 ひ.そのLl・t・常 に 乾燥 し業竣 氣 を ∫盆・入 して 電熱 器Dに{～£つ て
管 内 の 温度 を30C前 後 に 保つ 様 に して 乾 燥 し無.色透.明・な る コロ ヂ ち
ン膜 を得 る事 か 乱來 ナニ。
實 農 結.果 .
(り 硫 化鎚 素疋の バ イ ドロ ゾル
丑 人 の實 驗 に 於 て は 膣 質 信 可 な りの 安 定.度を 有 し且 つ あ る程 度 の
援芝厚 な.るゾル を必 要 とす るに.より先 づ 硫 化砒 素 の ハ イ ドロ グ.ルを邇、ロ け
ん だ。 但 しFruしu;cl]ich及び 耳at脚hnが 既 に 此 の 硫 化 砒 素.の ゾ ル は
マ ラ ヵ イ トグ リ ン,工才 シ ン等 の.色素 の 酸 化 並 に 硫 化 砒 素 自 身 σ)加水
分 解 よ り 出 來 る 硫 化 水 素 の 光 に よ る 酸 化 の 軟 感 捌 な る.を.覦:1Murphy
IS光に よつ て 硫 化 砒 素 ゾル の 鞏 氣 傳 導 度 の 上 昇 を 認.Oj之igFretm{llich




ti國一 一 、 ・__
。。。学。_1、_1929,、
・饒謝話・崩 舳 勁 或粛 嫂 賓嬉晦 ・販脅 炉 蜘(環ゆ ぐ5)
で此 を 圖示 す れ は 第 三
圖 の如 くな る。 即 ち噌 初
露 で 湊 透 壓 は7〔)・4in'm
'C4tc6)永柱}を 示 し:照明z
して か ら畔 間 と共 に 漸,ε
姻 力口し5P躙3畍 後 丁
。
一 定 と な り翼 の 時 の 濠
透`壓』は125.On]tn」7e'.f.し'lo
ナニ。 一a・
・照 明 に ま つ て 藩 透 計
ドコリ
ロ ポ リ
の盤 の上昇嚇 疇 ℃'
淫 透 壓 の 變 化 は 常 然鶏 待 し郷 べ.きも.めで あ る.
試 料 の 製 法 は:亟砒 酸 を・沸隲 「しつ つ.あ.る.豎慱 導度 水 に 加 へ)1の溶 解 す
るを待 つ て酸1ヒ水素 の 飽 和 水 溶 液 を加 へ 袷 却 して 後酸 化.水索 を邁 し
て 所 要 の 膠 質 を 欝 る。 侮 ほ 過 剰 の 硫 化.水繁 を 除 くに は 水素 を 遯 じる.
か く して 徂 た腥 質 を 十 日間 コ ロ ヂ オ ン.膜の 袋 にで 遙1析.しr..,ほ瀋 透壓
測 定 の 前 に フ ラ ス コに入 れ40'C附近 に於 て 水 流冢`ンフ'で減 壓1として
1Tlけて ゐ る瓦 斯 を 除 い?二。













で あb,次 に 光jYち て 恒 温 柄 の温 度 を 照 明.中の 温 度 と等 し く し九
幽1時 間U.分後 の.測定 にτ於 て は1き透 壓 は:照明 中 の.値と約 」 致 して居
り」ゆ 後 噺llと共 に減 少 して 約22祚間 を…拠 二於zめ の 濠 透 瞹 と一
致 す ・る様 に なつ た。
硫 化 ガ ド ミウ.ム.及び 硫.化ア ン チ亮 ンの ハ イ ト9ゾILに 就 て'同犠 の
























3分 闇 に.於け る毛 細 管 内 の 液.面の 動 き(顯徴 鏡 の 目 盛 に よ る1
¥1な るt力 計 に 於 け る 水 壓(mm.)
毛 細 管 液 面 の 高 さ(rnm.J
滲 透 計 内 の 温 度(132C'.cmann寒暖 言』kの讀 み}
毛 細 管 液 面 のhlさ よ り 外 液 面 のiiさ 及 び 毛 管 作 用 を減 じ水
置獄二換 算 し.jこる もの


























































































































































































































の ハ イ ドロ ゾル が 不 安 定 の 爲 め に 充分 な る數 値 か 得 られ なか つ 鶴
(21水酸 化 鐵 の ゾル 第 四 圖
鹽 化鐵 を 加 水 分 解 して 作 つ 九 もの を 水脚 し鉄





果 は第 二表 及 び 第 四 圖 に示 す が 如 しで



























































厂(3)水酸..化ク"一 ム の ゾ ル
鹽 化 ク ロー ム を 加 水 分 解 して
作 つ た もの を181.】間 透 析 して 試
料 と しi>測 定の藩裸 は第 三表r
及 び 第 五 圜 に示 す か 如 く照 明 に
よる淫 透 壓 の 變.化を 見 出 さ なか
っiこ。
(4,墨の 水 溶 液














水 酸 化.ク ロ ー ム の ゾ ル
比 重.1.0019{130:C.に て}
濃 度0・3,易 ∫:1重.還:}
毛 細 管 作・用23;5㎜ ・.外.液 面 の 高 さ セ92m皿.
一(原 報 ト
・一 ・一1(1929






































よ る.影響 を.見樣 と,欲し?こか 淫透 壓 の 測 定 に適 當 なゐ 炭 素 の 腥 質 を 得
る_t困 難 で あつYこか ら不 純 の恐 .第 六 圖
れ は1'ある が蘯 の 水 溶 液 に}就て 試 み
ナも ノ占
古 梅 園 製 の 墨 を 璃 瑙 の 乳 鉢 で 少S
しづ1・、水jrimへて.す り)g.?p日 闖.uo
r透 析7して試 料 と し?二。 其 の 測 定結
雪'0
果 は.第四 表 及 び 第 六 圖 に 示 す 如 く 一置
で あ つ τ 暗 處 に 於 て は 其 の 濠 透 壓 一@
19.SmmTp示・し照 明 圃す る時 は 濠 透 壓
は 漸 次 増 加L約2時 …聞 後 一 定 と な
り333mmを 示 しプニ。
墨 ∫瓶
σ 鴫 所 匡t





其 れ よ り2n#間 後 再 び 測 定 した か3Gの 淫 透 蹊 は
一 定 で あ つ ナニ。 次 に 光 を 噺 ち 恒 温 槽 の 温 度 照.明鹽中 の1窒透.計σ)温度 と
.等'しく しで 濠 透 壓 をi測・定 しナニ慮 巽 の'Tit'は慚 次 降'置`し一約2抑 浄.闇の犠 初
め..σソ1直・'と約.一致;しソこ。
'Yjほ墨 液 の 中 に.保護 膠1質 乏'し'て.含まマれ.で.ゐ.る.ゼラ チ'ン自身 の 淫.透
・壓1は光 で)・影 響.をう'く乙る.もの で あaか 者 か を兌 る爲 め1透明 ゼ ラ チ ン ゾ
ー(慷ru)一
L..
物 理 化学 の 進 歩Vol、3No.1(1929)
(10)(捌携信吉・A4ig口出男)或 る種の謬質の謬透壓に及ほす光の影轡(環報)
ル に就 て 淫 透 壓 の 光 に よ る影 響 を見 た慮 何,.;;の.燮化 を も示 さな か つ
た。 爾 ほ又 マ ス チ ク スの 如 く光 を 吸收 せ す 單 に 分.散す る乳 白色 の 膠





















































































































.Gr丘UOr肚製 の 試料 を 臨導 度.水にi容か し溶 透 計 内に 入 れ.て5口 闘.透
析 した。 此 のo.kE3FiN水分 解 を な し黒 赤色 の.Td濁を 生 じず二か ら外 液 と
して 罫/期0の苛 性 曹 逑 液 を 用 ひ一 盗 夜 放 置 して元 の透 明.なる液 とな

























































































あ る。 艮卩ち 噌 所 に 於 てｫ38.5
11111i淫運 座 を 有 し照 覡 して 後
11;120分 を 經 て 一 定 とな り
3i3.mmの壓 力ｰ7し テニ.即 ち
o町 簡「N
△ 幾 明 しズ
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r(i2)(取蝸信吉;碼場口出yJ)或 る逓め膠質の塗邊壓に表ほ.ナ兜.め影蠡{撮報)
{6)硫化 砒素 の ゾ ル に 毓 て.光・ど熱・とに對 す る瀞透 壓 の 影響 の比 較.
上 述 の 諸 實驗 に於 て 何 れ』も 照 明 す るll寺は 湊透 計 内 の温 度 が0,1-
0.2℃上 昇 す るか ら噌 露 に於 て熱 の影 響 を.'見ゐ 翁 め第 八 圏 の樣 に膜 の
周 圍 に螺 旋 默 の 細 い硝 子 管 を置 第 九 圖
　ロ ロ
き 此 の 巾 に ニ ク ロ ー ム 線 に 電 流 ・珮 む 繊 み
を 通 じて 津 透 計・.内.の温 度 を 照明 ・勸
す る事 に よつ て の 上昇 と同様 な10
ら.し.めた.dLの 際 淫 透 蹊 測 定 結
果 聯 糠 並 ・撒 圖・示 ・Y・ドρ
樣 で あつ て初 め噌 所 で 温 度'。
25.0?Cに1於て 其 の 瀋透 腿 は42.0
迦
mmを 示 して ゐて 温 度 を.0.1rC
上昇 せ しめて測 定 し.9二.噬c時聞 潤
30分個 殆ん ど.其の 藩 透歴 のre
を 見 なか つfこ。 翌.日11の儘 に て
X日 眥,fi13+1
X巴 奮P嗜1讐`の



























































































































































































嗜 所 に て 渚 透 壓 を 測 定 し次 に 之 を 電 流 に て 熱 し測 定 しxに 其 の 儖 照
明 してilPlしi;結 果 は 第 六 表 のII及 び 第 九 圖 に 示 す 様 で あ る,
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上述 實 瞼 結 果 を 見 るに 金 島の水 酸 化 物 の ゾ'ルニ種 共 に其 の淫 透 壓
は 光に影 響 され な い.破 化物 に於 て は 硫 化砒 素 の ゾルに 於 け る影響
極 めて大 で 其 の 淫 透.壓は 照 明 に よつ て2倍 近 く増 加 しナニ。 又 蚤液 に
於 て は無 明 にて 約 倍 の 噌 加 を示 し.コ ン コー レツ ド、は照 明 に よ る 溝
透 壓 の 上 昇 は 他 の 描 合 に 比 して少 で あ るが 尚 ↓%の 壇 加 を示 して ゐ
る,硫 化砒 紫 の ゾ ルに就 て は 既 に 述べ 九如 くFreundLich等力盲光 に感
す る事 を 認 めた即 ち硫 化砒 素 の・加 水 分解 して 出 來 予こ硫 化 水素 は 光 に
よ り硫黄 の 膠 質 とチ オ ン酸 とを 生 す る事 を のべ て ゐ る、 光 に よる濠
透 壓 の槍 加 は 勿論 この 光 化學 反應 に 關 俸 して ゐ る こ と明か で あ るが
今 直 に上 逑 の 反應 に よる と断 言 は出 來 な い.何 ん とな らぽ 上述 の 反
慮 は 不可 逆 で あ るが 漆 透 壓 の 變 化 は 明 暗 に よつ て 極 めて徐 々で あ る
が 可邂 的 傾 向を示 して ゐ る。 墨液 コ ンゴー レ ツ ト等 の膠 質 溶 液 の 濠
透 壓 の變 化の 原 因 に就 て は今 これ を 述 ぶ る事 が 出來 な い。 た じ膠 質
ハ
の 淫透 壓 か も しDuc]aUNの述 ぺ九 るか 如 く膠 質 位 子 の 數 以 外 自由 イ
オ ンの數 に よる もの で あ る とせ ば 光 の作 ∫flは或 は腥 質粒 子 の 電氣 二
重 贋 の 李衡 に變 化 を來 仁 し自由 イ才 ンの數 を變 化 せ しむ るの で は な
か ろ うか。 攸 つ て 腥 質 の 光 に よ り淫 透 壓 の變 化 の研 究 と共 に 光 に よ
る電 氣 傳 導 度 の變 化又 電 氣 ボ テ 冫シヤ ルの 變 化 に就 て 目下研 究 中 で
あ る。
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光線 を 吸 收 しな い膠 質 液 は その 變 化 な く叉 鐵,クロー ムの水 酸 化物
の 如 き色 を有 す る もの に て も}tの變 化を認 め なか っ た,
本 研究 は 束!Ki4n,三百 年 祭 記 念 會 の 研究 費 補 助 に よつ て 行 つ た もの
で あ る。
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